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論 文 の 内 容 の 要 旨

日本列島は,全国的に年1000～3000mm程度の降水量があり,台風が恒常

的に通過する地域でもあることから,中緯度先進国としてはアメリカのメキシ

コ湾周辺と並び,豪雨に見舞われやすし1地域である.また,地形が急峻であり,

わずかな平地に高密度な人口が集中していることから,水害(ここでは雨による

災害全般を指す)の災害ポテンシャルが高い地域でもある.近･現代史の年表な

どでも,ほぼ毎年のように水害の記述があり,社会的関心･影響も少なくない.

近年は水害が減少傾向にあるとの印象があるが,具体的な検討はまだ十分では

ない.また,各種水害相乗工事･手法が整備されている中で,その効果や課題

の検討も行っていく必要性がある.自然災害の被害は,誘因･素因と,抑止力

の差によって生じるという考え方が一般的である.自然災害に対する抑止力は,

一般に防災力といわれ,自然災害科学では防災ポテンシャルと呼ぶことが多い.
本研究では,水害に対する防災ポテンシャルの現状の検討とその向上のための

検討を行った.最近約20年間について,気象庁の｢異常気象報告｣を元にして

水害の記録を調べその被害の経年変化を検討した結果,死者･行方不明者数,

浸水戸数については経年的に減少傾向が認められ,道路損琴箇所,山･崖崩れ
箇所については増減傾向が認められなかった.大規模な浸水は,大型河川の破
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堤等に起因する洪水による災害であり,浸水戸数が大きく減少しているのは,

堤防整備･ダム建設等の洪水対策が効果を上げ,洪水の規模が小さくなってい

るためと考えられる.一方,道路損壊や山･崖崩れ等の土砂災害は,洪水との

関係が少なく,雨によって直接的にもたらされる災害である.これらの被害に

減少傾向が認められないことから,水害に対する防災ポテンシャル向上のため

には,今後は洪水村策以上に,土砂災害への対策が重要になってくるものと思

われる.土砂災害は,その発生が局所的であることから,砂防ダム建設等の拠

点的ハードウェア整備によるだけでは防災ポテンシャル向上には限界があり,

家族･集落といった小さな単位での情報収集･判断を念頭に置いた防災情報の

的確な伝達等のソフトウェア的対策が重要になる. 防災情報にも種々のもの

があるが,豪雨時の意思決定にもっとも重要な要因となる情報は降水量である

と指摘されているので,本研究では降水量情報に注目してその現況を検討した.

天竜川上流域(長野県南部)を事例地とした検討の結果,近年降水観測施設は,観

測所数において飛躍的な変化はないが,観測データの通報体制においては,リ

アルタイムにデユタを収集可能な観測網が主流になり,観測値の一般への通報

も,テレビやC互TV等の発達により大きく向上していることがわかった.しか

し,情報の受信者に対しアンケート調査を行ったところ,情報の質に関する基

礎的認識に不十分な点が見られることなどの課題も確認された.防災ポテンシ

ャル向上のためには,降水量などの生の情報を迅速に伝達するだけではなく,

その情報を活用するための基礎的情報を必要に応じて誰もが参照できるような

システムを痍討する必要があるものと思われる.降水量は局地的な相違の大き

い気象要素であり,近年重要性を増している土砂災害の性質を考慮すると,よ

り高密度な降水量情報の提供を行うことも防災ポテンシャル向上のためには必

要である.しかし,災害だけを考慮した高密度な降水観測･情報提供システム

を防災行政が用意しておくことは,設置･維持のコスト面からあまり現実的で

ない.豪雨時に災害の危険がある地域の住民が自ら観測する事が容易にできれ

ば,防災行政による観測･情報提供システムを補完する意味で,防災ポテンシ

ャル向上に寄与するものと思われるが,このような場合に利用可能な測器は存

在しない.また,降水量という情報に対する基礎的な認識が普及していないの

は,温度計のような手軽さで入手できる降水観測のための測器が存在しないこ

ともー因と考えられる.そこで,本研究では清涼飲料水用のペットボトルを活

用して,安価で誰にでも作成可能な事を考慮した簡易雨量計を試作し,その精

度を検討した.その結果,この簡易雨量計は,一般的な転倒ます式雨量計に対

して,降水量10mm以上の場合で観測精度が±10%程度であることが確認され

た.これは,豪雨時をはじめ,まとまった降雨を観測するには十分な精度であ

ると思われる. 防災情報に関する基礎知識の一般への広報は,従来から各種
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キャンペーンや出版物などを通じての働きかけがなされてきた.しかし,この

ような一過的な手法は,時間の経過と共のその効果が薄れる可能性もある.日

常的には情報蓄積を行い,災害時等多くの人の関心が高まった時に,必要な情

報の参照･交換が容易に行えるメディアとしては,コンピューターネットワー

クが注目される.本研究では,まずコンピューターネットワーク上における防

災関係情報交換の事例解析として,1993年の台風第13号接近時に,大手商用

ネットNIFrY-Serveに設けられた台風関係情報交換のための電子掲示板につ

いて,その特徴を検討した.その結果,この電子掲示板は事前に特に準備がな

されて開設されたものではなかったにもかかわらず,3日間に全国から数百件

の情報が寄せられ,活発な情報交換がなされたことがわかった.このように,

コンピューターネットワーク上では,適切な情報交換の場を設けることで,従

来あり得なかった情報量,参加者数による情報交換が行われる可能性がある.

そこで本研究では,研究者や,防災情報を観測･収集しようとする人を対象と

した電子会議室,及びInternet上のWWWの開設についての提案を行った.

これらの提案が実現に移されることを期待する.

審 査 結 果 の 要 旨

日本列島は,台風が恒常的に通過する地域でもあり,アメリカのメキシコ湾周辺

と並び,豪雨に見舞われやすい地域である.また,地形が急峻であり,わずかな平

地に高密度な▲人口が集中していることからほぼ毎年のように水害があり,社会的に

大きな問題となっている.

しかし近年,各種防災対策の向上により,水害の被害が減少しつつあるとの指摘

があり,災害の減少に関する定量的な検討を行った.本論文では,その特徴を踏ま

え,水害に対する防災力を向上するためには,個人レベルでの情報発信が防災対策

上重要となるとの観点から,災害の現状分析,課題を改善するための検討と提案を

行っている.

最近約20年間の豪雨災害について,気象庁の｢異常気象報告｣をもとにして水害

の記録を調べ,その被害の経年変化を検討した結果死者･行方不明者数,浸水戸数

について経年的に減少傾向が認められ,浸水被害に注目したところ,小規模な被害

(浸水戸数1000戸以下)を生じる事例による被害が増加しており,小規模な被害を

生じる事例が相対的に重要性を増していることを明らかにした.また,各種防災対

策の不備の検討や改善が必要であることを指摘した.

次に,水害に対する防災対策のうち,降水観測体制に注目し,天竜川上流域(長

野県南部)を事例地として,その変化と課題を検討した.その結果,測器の設置状

況による観測値の差が懸念されるという問題,局地的な豪雨の際の現象把握力に限

界がある問題など,いくつかの課題の存在があることを確認している.これらの課
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邁に対しては,レーダー雨量計等の地上観測以外の技術の向上を図ることや･すで

にネットワーク化されている観測網を接続することなど,情報堤供側の改善策が考

ぇられるが,個人の生活圏程度の狭い地域ごとの対応には限界があることも明らか

にしている▲現車の降水観測体制には限界があることに関する認識を広め,情報の
受け手側である個人レベルで活用できる情報収集,状況判断に関する技術の向上を

図る事も重要であることを指摘している･

このような技術の一つとして,本論文では清涼飲料水用のペットボトルを活用し

て,安価で誰にでも作成可能な事を考慮した簡易雨量計を試作し･その精度を検討

した.この簡易雨量計は一般的な雨量計に対して,降水量10m皿以上の場合で観測精

度が±10%程度であることを確認し,豪雨を観測するには･十分な精度であること

を明らかにした.この簡易雨量計についての論文は,学術誌に掲載した･

しかし,個人レベルのみでの観測や情報収集には,他の観測値との比較ができな

いなどの限界があり,かえって誤った情報を得てしまうことも懸念される･この間

題に対しては,最近急速に発達しているコンピューターネットワークを活用するこ

とが有効で■ぁることを提案した.本論文では,まずコンピューターネットワーク上

における防災関係情報交換の事例解析として,1993年の台風第13号接近時に,

NIFTY-Serveに設けられた台風関係情報交換のための電子掲示板について,その特

徴を検討した.その結果,この電子掲示板は事前に特に準備がなされて開設された

ものでは･なかったにもかかわらず,3日間に全国から数百件の情報か寄せられ･活

発な情報交換がな′されたことがわかった･このように,コンピューターネットワー

ク上では,適切な情報交換の場を設けることで,従来あり得なかった情報量,参加

者数による情報交換が行われる可能性がある･そこで本論文では･研究者や･個人

レベルで防災情報を観測･収集しようとする人を対象とした電子会議室,メーリン

グリスト及びhternet上のWWWの開設についての提案を行った･この方法等の論文

は,学術誌に掲載されている.

簡易雨量計等を用いた個人レベルの降水観測能力の向上,コンピューターネット

ヮ｢ヶを活尽した情報交換能力の向上などは･現行の降水観測体制の課邁の改善の

一助となるものと思われ,ひいては水害に対する防災力の向上に役立つものと期待

本論文について,審査委員会は本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論

文として十分価値あるものと認めた.
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